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「学び」における人生目標の役割に関する研究
―大学生版人生目標尺度作成の試み―
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問題と目的 
人生目標（ ）は青少年の健全な成長に肝

心な要素だと主張され（ ， ，＆ ，
），「 」はオーストリアの精神科医

によって提唱された「 」と区別され，近年，
アメリカの心理学者によって再定義されている。

， ＆ （ ）によれば，人生目
標は「自分を超える世界に意義がある（

，以下 ）」と「実際に努力する」という側面
で，「 」とは区別できると主張され，また，
たくさんの「 」を管理するところで，「 」
と区別できると主張されている（ ＆

）。人生目標については，幅広い範囲
で研究が行われている。「学び」に関する研究では，
人生目標が成績や自己効力感の向上に影響し，
目標を持っている学生のほうが学習課題に意義を
感じ，セルフコントロールがより上手くできること
が検証されている（ ＆ ）。
しかし，人生目標が非常に重要な概念である一方，
その測定方法は難しい（ ， ）。
（ ）の定義に沿って作られた尺度はアメリカの
文化背景に基づいている。アジアの国では異なる文
化背景があるため，既存の尺度をそのまま用いるの
は難しいと考えられる。以上を踏まえ，本研究では，
大学生を主な対象として，日本の青少年に適用でき
る人生目標尺度を作成することを目的とする。

方 法 
調査対象者 歳以上の日本人大学生 名。 
調査時期 年 月中旬から下旬であった。 
調査内容  
（ ）人生目標尺度：

（
＆ と
（ ＆ を参考にし，
「 」「 」「

」「 」という 因子構造を想
定して， 項目を作成した。質問項目は 件法で
あった。
（ ） 研究会（ ）による 尺度の ：
項目， 件法。

（ ）成田・下仲・中里・河合・佐藤・長田（ ）
による特性的自己効力感尺度： 項目， 件法。
（ ）尾崎・後藤・小林・沓澤（ ）によるセル

フコントロール尺度（BSCS−J）： 項目， 件法。
（ ）岡田・中谷（ ）による大学生用学習動機

づけ尺度： 項目， 件法。「内発」「同一化」「取
り入れ」「外的」の 因子からなる尺度。

結果と考察 
分析 1：探索的因子分析と確認的因子分析 

人生目標尺度について探索的因子分析を行い
（最尤法・プロマックス回転），「自己超越」因子
（ 項目 α＝ ），「生涯展望」因子（ 項目 α
＝ ），「生きがい獲得」因子（ 項目 α＝ ），
「努力体験」因子（ 項目 α＝ ），「探索意欲」
因子（ 項目 α＝ ）の 因子が抽出された。
その項目例を に示す。

また，確認的因子分析を行ったところ，
＝ ， ＝ ， ＝ ， ＝ ，

， ， であった。よ
って，このモデルが良好だったと考えられる。
分析 2：妥当性の検討 

次に，妥当性の検討のため，人生目標尺度の下
位尺度得点及びその総得点と， 尺度得点，特性
的自己効力感尺度得点，セルフコントロール尺度
得点，大学生用学習動機づけ尺度の下位尺度得点
との相関関係を分析した。ピアソンの積率相関係
数は に示す。

本研究では人生目標の 因子構造を想定して，日
本人大学生を対象に人生目標尺度の作成を試みた
が，「 」「 」の
因子が今回のデータで「探索意欲」「生きがい獲得」
と「生涯展望」に分かれ， 因子構造になった。今
回の対象者に対して，現在有意義なことを探索し獲
得することと，「一生」という長い時間的な概念で
考える目標を探索し獲得すること，とは別の概念だ
と考えられる。
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現代青年における成長の機会を伴う好奇心の様相
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目 的 
近年，さまざまな資質・能力を求められている。

さらに「第 3 のモラトリアム」の存在も指摘され

ている(高坂，2016)。これらの問題の背景のひと

つには好奇心の低下が考えられる。好奇心は，

Berlyne，D．E．(1954，1960)によって定式化が

試みられたが，定義や概念は状況依存的に使用さ

れている。本研究では，好奇心を成長の機会を伴

うものと仮定し，好奇心を「不確実性や曖昧性を

受け入れ，積極的に自分から働きかけ，追い求め

るための中長期的な反応を示す傾向」と定義した。

さらに，本研究では，現代青年の好奇心の内的構

造を検討し，自尊感情による差異を検討する。 
方 法 

調査対象者 関西の大学生 短大生を含む 年

生 名。

調査内容 好奇心尺度である ， ． ．

等の尺度や現代青年についての記述がある

佐藤・那須 等の論文を参考に項目を作成し

た。心理学の教員 名と教育学専攻の大学生 名

により作成された項目をもとに妥当性を検討し，

最終的に 項目を採用した。回答は 件法であ

った。

結 果

好奇心尺度の検討 好奇心尺度について因子分析

(主因子法，プロマックス回転)を行ったところ，4
因子が最も適当と判断した。そして，『F1 環境変

化への耐性』，『F2 新奇性追求』，『F3 知的探求』，

『F4 他者への関心』と命名した(Table1)。 
自尊感情が好奇心に及ぼす影響の検討 自尊感情

の高低における好奇心の差異を検討するために，

Rosenberg，M．(1965)の自尊感情尺度の標準化得

点について 0 点を境に高・低群に分けた。そして，

好奇心尺度の下位尺度得点の標準化得点を用いて

2 要因の分散分析(混合計画)を行った。その結果，

『F1 環境変化への耐性』(p＜.001)，『F2 新奇

性追求』得点(p＜.001)，『F3 知的探求』得点(p
＜.01)において，それぞれ自尊感情の低群より高

群の方が有意に得点が高かった(Figure1)。 
主要参考文献
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Figure 1 自尊感情の高低による好奇心の差異 

項目 F1 F2 F3 F4
F1   環境変化への耐性  (α=.910)
SⅠ－２９ 初めて顔を合わせる集団の中でも自分から周囲の人と親しくなれる .822 -.088 -.046 .084
SⅠ－３８ 初対面の人とも打ち解けることができる .821 -.151 -.094 .247
FⅠ－１４ 環境変化にも臨機応変に行動できる .782 -.144 .177 -.160
SⅠ－２１ 知らない人がたくさんいる場でも積極的に楽しむことができる .758 -.018 -.054 .039
FⅠ－９ 新しい環境の中でも自分から積極的に動くことができる .748 -.011 .094 -.102
FⅠ－５６ 新しい環境にすぐに慣れる .737 .018 .107 -.125
SⅠ－４８ 新しい友人にも積極的に関わることができる .621 -.025 -.009 .296
FⅠ－５７ 状況が変化しても混乱しない .610 .108 .111 -.219
FⅠ－１０ 環境の変化に対しては、不安より期待のほうが多い .538 .174 -.046 -.199
SⅠ－３ 知らない人と出会うことは楽しい .536 .233 -.147 .157
FⅠ－６ なじみのない場所を喜んで受け入れる .489 .321 -.006 -.125
FⅠ－２ 慣れない環境の中でも自分なりのやり方を模索する .442 .027 .265 -.090
FⅠ－３３ なじみのない人を喜んで受け入れる .437 .214 -.080 .194

F2　新奇性追求　(α=.858)
SⅠ－４ 誰もやったことのない物事に興味がある -.012 .760 .000 -.090
FⅠ－２６ 刺激的で予測のできないような仕事をしてみたい .088 .738 -.129 -.036
SⅠ－３１ 今までやったことがないことをするのは楽しい .055 .680 -.048 .150
SⅠ－５８ 新しいことにどんどん挑戦したい .163 .599 .063 .057
FⅠ－５１ 知らない道を通ってみることが好きだ -.173 .586 -.149 .137
SⅠ－５ 新しい情報を学ぶことは興味をひきつけられる -.130 .546 .262 .085
FⅠ－１１ 日常生活における予想していなかった出来事を心から楽しめる .285 .533 -.093 -.062
SⅠ－３２ 知らない場所に一人で出かける -.033 .528 -.056 -.057
FⅠ－２７ なじみのない出来事を喜んで受け入れる .382 .517 -.033 -.103
FⅠ－４０ 何が起こるか分からないような状況にいるとわくわくする .307 .504 -.091 -.086
FⅠ－１２ 思いもよらないことをしそうな人と一緒にいるのが好きだ .164 .473 -.171 .078
SⅠ－１７ 異なった視点から新しいアイデアを考えることは楽しい -.042 .459 .236 .031
SⅠ－４９ 努力に相当する結果が得られると限らなくても新しいことを始めたい .100 .438 .171 .028
SⅠ－１６ 「自分自身や社会に対する価値観」を問い直すような新しい発見や経験を求めている -.050 .418 .315 -.003
FⅠ－３４ スケジュールの決まっていない旅行でも楽しむことができる .024 .418 -.171 .053
SⅠ－３０ 人として成長できるような新しい機会を求めている .016 .417 .105 .328
SⅠ－７ 新しいことを学んだり、調べることが好きだ .059 .355 .349 -.048
FⅠ－５２ 困難な状況を成長と学習の機会と捉えている .084 .338 .309 .043
FⅠ－２３ 少々ドキッとすることを好む .210 .283 -.119 .041

F3　知的探求　(α=.858)
TⅠ－３６ 予期しない出来事がおきたとき原因が分かるまで調べる .111 -.221 .773 -.015
TⅠ－３５ 難解な文章は、理解できるまで読み続ける -.024 -.129 .707 -.079
TⅠ－４３ 物事を学ぶときは徹底的に学びたい -.114 .102 .668 .067
TⅠ－１５ はっきりした明快な答えがでるまでじっくり考える .060 -.149 .628 .025
TⅠ－４７ 解決しなければならない問題に対して熱心に取り組む .011 -.027 .604 .219
TⅠ－２８ 解答を理解できないと気持ちが落ち着かず何とかしなければと思う -.147 -.116 .592 .203
TⅠ－１９ 複雑なテーマについて学ぶことや知ることが好きだ .072 .215 .568 -.180
TⅠ－５５ 自分のものになるまで物事について考える .196 -.136 .536 .140
TⅠ－４５ 言葉が分からないときは、意味を調べる -.074 -.068 .515 .135
FⅠ－２４ 困難な状況に対しては、冷静に対応策を考える .269 -.250 .448 .032
TⅠ－１ 複雑で困難な課題に取り組むことがとても好きだ -.057 .381 .426 -.267
TⅠ－４４ やりこなせるか分からない課題にも挑戦してみる .049 .297 .380 -.020
TⅠ－４１ 幅広い教養を身につけたい -.158 .238 .361 .239

F4　他者への関心　(α=.840)
TⅠ－５４ 人の考えや感情に興味がある -.148 .159 -.073 .712
TⅠ－４６ 友人からどのようにみられているか知りたい -.231 -.049 -.025 .652
TⅠ－５０ 友人の秘密にしていることに興味がある -.126 -.095 -.036 .595
TⅠ－４２ 他者がどのようなことに興味を持っているのか知りたい -.044 .094 .079 .589
SⅠ－３７ 初対面の相手のことがよく分かるような会話をしたい .070 .048 .111 .574
TⅠ－３９ 相手の行動の目的や意図を理解しようとする .109 -.065 .179 .555
SⅠ－５３ 初めて話す人と会話が盛り上がるように共通の話題を探す .171 .035 -.047 .524
TⅠ－１３ 友人の悩みを積極的に聞きたい .007 -.027 .023 .510
TⅠ－２０ しぐさや会話の間合いなどの言葉にならない他者のメッセージが気になる -.138 .058 .125 .486
TⅠ－２２ 表情から人の気持ちを推測しようとする .097 -.088 .022 .465
SⅠ－２５ 初対面の人について知ることはわくわくする .410 .011 -.090 .464
SⅠ－１８ 初対面の人に会うとき、その人についてあれこれ知りたい .186 .076 -.004 .433
TⅠ－５９ 他者の社会に対する見方が気になる .052 .020 .189 .347
TⅠ－８ 話し合うことがあるとき相手の考えを知りたい .003 .089 .166 .303

因子間相関　F1 F1 F2 F3 F4
F2 .626
F3 .368 .590
F4 .357 .368 .403

注1：α係数は，.35以上の負荷量を示した項目のみを採用して算出した。

注2：重複した項目は，.30以上を採用した。

注3：冒頭の英数字は，項目作成時に分類されたカテゴリを示す。

　　 Sは新奇性追求，Fは不確実性の受容，Tは知識・情報差の解消を表す。

Table1 　現代青年における成長の機会を伴う好奇心の因子パターン(Promαx回転)(α=.941)
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